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抄録： 

抜歯即時インプラント埋入症例で PRGF を用いた臨床症例を去年演者は同シンポジウムで発表してきた。それらの症例を整理して抜歯前とイ

ンプラント植立後３～５年の CT像を比較して、その予後安定性について考察していきたい。 

頬側の裂開症例に対し自家骨の移植と同時に PRGF を用いたインプラント同時埋入は、外科処置回数の軽減と早期修復が可能で、患者、術

者にとっても有益であると考える。しかし、その予後安定性については明らかになっていない。この度、抜歯前のCT像により頬側裂開症例の頬側

裂開幅を測定し、二次オペ時にその裂開が封鎖されていることを確認し、更に補綴後３～５年後の CT 像を比較し予後安定性を検討する。いず

れの症例も頬側骨は維持されており臨床上問題ないと考えるが、今後さらなる経過を評価することが必要と考える。 
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